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地域を舞台とした団塊世代等シニア層の活動の促進 

 

１ 現状・課題 

2007 年から“団塊世代”の退職時期を迎える。雇用延長等が図られる一方で、フルタ

イムでない働き方（生きがい就労等）の希望等から、総じて就労に関わる時間は減少し、

地域で過ごす時間が増加すると考えられる。こうした中、先の「のじぎく兵庫国体・兵

庫大会」では、多くのシニア層がボランティア参加されたところであり、団塊世代等シ

ニア層の地域活動参加への機運と期待が、今、大きく高まっている。 

少子高齢化が進む中、団塊世代等活力あるｼﾆｱ層は地域活動の新しい“力”となる。

団塊世代等が地域を舞台に活動することは、地域の元気ｱｯﾌﾟにつながることから、地域

活動に誘導する取り組みにより、定年は人生の第２ｽﾃｰｼﾞの始まりであるとの発想の転

換のもと、団塊世代等活力あるｼﾆｱ層が地域とのきずなを深め、地域社会の中で役割を担

える仕組みを創る絶好の機会を迎えている。 
 
 〔団塊の世代の活動をめぐる課題〕 

(1)地域づくり活動 活動への参画意欲は高いがきっかけがつかめない団塊世代を

活動の担い手確保が必要な地域団体・ＮＰＯへ誘導 

(2)学習活動 増加する学習需要に応じた高齢者大学等受け入れ体制充実 

(3)いきがい就労等 地域で働きたい団塊世代への相談機能充実 

（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾉｳﾊｳ提供等） 

  

２ 目標 

地域を舞台とした団塊世代等シニア層の活動の促進 

○ 団塊世代等シニア層の地域での活動による「新しい公」の担い手の創出 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される主な効果】 

○地域ｺﾐｭﾆﾃｨの基礎となる自治会等地域団体の活動を支える担い手の創出

○専門知識等を生かした NPO・ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰｸﾞﾙｰﾌﾟの育成・体制強化 

○学習による一層の実践的な地域づくり活動の展開 

○ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ、就農等を通じた地域産業・経済の活性化 

○団塊世代等ｼﾆｱ層の健康で充実した暮らしの実現 

○多様な活動展開を通じた地域の元気アップ など 

（参考１）団塊の世代の活動の地域での意義 

  ①大人数で、自由時間も多いため、活動の量的拡大が見込まれる。 

  ②豊富な知識・経験、高い技能を持っており、活動の質的向上が見込まれる。 

  ③多様な志向を持つため、活動の各分野での広がりが見込まれる。 

（参考２）団塊の世代各種データ 

 ①兵庫県の団塊世代の人数：約 30.7 万人（S22～S24 生まれ）（H17 国調） 
②2007 年に 60 歳となる人の 77%が就労希望だが、就労予定者の 40%は勤務時間を短縮
して働く(電通｢退職後のﾘｱﾙ･ﾗｲﾌ調査｣H18.9 月) 
③地域づくり活動したい人(44.7%)と実際に活動している人(17.3%)に差 

 (地域づくり活動に関する｢県民意識･実態調査｣(H17)) 
④団塊世代の 9割近くは、条件が合えばﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への参加意向を持つ 

(NACL ｼﾆｱ研究所｢団塊の世代を中心とする“定年ﾋﾞﾌｫｱ･ｱﾌﾀｰ”世代の生活意識調査｣(H16))
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３ 団塊世代等シニア層の地域での活動による「新しい公」の担い手の創出 
 
（１）シニア(団塊世代)活動支援相談・窓口案内ネットワークの構築 

 

 ア 趣 旨 

   大量退職時期を迎える団塊世代等の地域を舞台とした活動を支援するため、「地域づくり活

動」「就労・起業」「学習」などの専門相談機関、相談窓口案内機関が連携し、所管する専門相

談を実施しながら、それぞれの支援策の情報共有を図り、ニーズに応じた適切な相談機関に相

互につなぎ合う「シニア(団塊世代)活動支援相談・窓口案内ﾈｯﾄﾜｰｸ」を創設する。 
  

イ 内 容 

① 相談の流れ（フロー）  

 

      

 案内 

 

 
 
  ② スキーム 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
③ 取り組み 

   団塊世代等シニア層の活動支援に関わる各機関の支援策の情報共有、各種相談窓口の案内 

    1) 相談・窓口案内 

・窓口案内機関におけるﾆｰｽﾞに応じた相談窓口の案内 

・専門相談機能を有する機関における相談の実施 

・関係機関の情報共有・連携による相談窓口の相互紹介 

    2) 総合窓口案内チラシ、県民向け普及啓発資材(※)の作成・配置、各種ﾁﾗｼ等の相互配置 

   （※資材に団塊世代の意識改革につながる啓発表示（｢定年は第2の人生の始まり｣等） 

④ 推進体制 

     関係機関連絡会議を設置し、連絡調整を図る。 

（事務局）参画協働課（総合窓口案内チラシ作成等共通事務を実施）

団
塊
世
代
等
シ
ニ
ア
層

関係相談・窓口案内（相談対応、関係機関紹介） 地域づくり
活動 

生きがいしごと、
就農 

実践につながる
学習活動 

ｼﾆｱ(団塊世代)活動支援相談・窓口案内ﾈｯﾄﾜｰｸ

生きがいしごと
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 生活創造ｾﾝﾀｰ 

新規就農相談ｾﾝﾀー
楽農生活ｾﾝﾀｰ 

県民総合相談ｾﾝﾀｰ

県民局さわやか県民相談

ひょうごﾎ゙ ﾗﾝﾀﾘー ﾌ゚ ﾗｻ゙

地域を舞台に

何らかの活動

をしたい 

どんな活動
をしたいか
分からない

どんな活動
をしたいか
分かっている

県民総合相談ｾﾝﾀｰ

県民局さわやか県民相談

ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞ 

生きｻﾎ゚ ､ｼﾆｱ生きｻﾎ゚

新規就農相談ｾﾝﾀー
楽農生活ｾﾝﾀー  

生活創造ｾﾝﾀｰ 

団
塊
世
代
等
シ
ニ
ア
層

相談先が分か
っている 

相談先が分か
らない 

※その他ﾆー ｽ゙ に応じて活動の
支援窓口を紹介 
(例)国際交流→国際交流課

市町相談窓口連携
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（２）地域づくり活動へのきっかけづくり支援 

 

 ア 趣 旨 

    地域づくり活動への参加意欲は高いが、きっかけがつかめず、“はじめの一歩”が踏み出せ

ない団塊世代等ｼﾆｱ層に対し、地域づくり活動参画に向けた基礎知識習得の場の提供や参加体

験・ﾏｯﾁﾝｸﾞを通じて、ﾆｰｽﾞに合った活動の開始に結びつけるとともに、事例の蓄積・情報提供

によるNPO等の自立的な支援活動の展開を促進する。 

 イ 内 容 

  ① スキーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  ② 取り組み 

   1) 参加体験準備（会社人間リセット）セミナー 

      団塊世代等が地域づくり活動に入りやすくするため、県下10箇所程度で、参加体験に

先立ち、地域づくり活動の基礎知識を習得するｾﾐﾅｰを開催する。 

   2) NPO等地域づくり活動への参加体験 

      団塊世代等ｼﾆｱ層が、身近な地域で地域づくり活動を体験できるよう、県下60箇所程

度で参加体験事業を実施し、交流会の開催により活動のﾏｯﾁﾝｸﾞ等を行う。 

 3) 参加体験終了者等からの情報発信、情報提供 

    ⅰ 参加者、参加NPO等にｱﾝｹｰﾄ調査を実施し、体験記録等を活動事例集等で情報発信する。 

      ・ｱﾝｹｰﾄ集約結果をNPO等に情報発信し、受入体制整備・指導方法等ﾉｳﾊｳの形成を図る。 

      ・参加者が活動に結びついた事例(10)を“ｼﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ地域づくり”事業の活動事例集に掲

載するほか、上記SNS等を通じて広く発信する。 

  ⅱ 体験事業終了者に対し、SNS等を通じて地域づくり活動情報を継続的に提供する。 
③ 実施方法 

ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞに補助して実施。（ﾌﾟﾗｻﾞが中間支援 NPO 法人・市町社協等から
提案を公募し、優れた提案を行った法人等に委託。）(H19～H21での実施を予定）

※印の事業は、参加者負担金を徴収 

ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞが、NPO等から提案を公募し、県下10箇所(※)程度で実施） 

きっかけづくり支援事業の開催(体験準備ｾﾐﾅｰ､参加体験､ﾏｯﾁﾝｸﾞ) 

◎受け入れに習熟していないNPO等の体制整備・指導方法等ﾉｳﾊｳの形成 
◎参加者等の体験情報の発信による地域づくり活動への参加意識の醸成 

効果 

・事業事例の収集          ・体験談の地域づくり活動事例集等への掲載
・NPO等、参加者へのｱﾝｹｰﾄ調査等   ・SNS｢ｼﾆｱ地域活動支援NPO等ﾈｯﾄﾜｰｸ｣ 
・ｱﾝｹｰﾄ結果等のNPO等への情報提供   を通じた情報提供 

○参加体験終了者への情報提供 
 ･SNS(｢団塊世代の地域参加(仮称)｣)
等を通じて、事業参加者に継続的
な情報提供を実施。   

18 年度｢ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ活動ﾄﾗｲやる事業｣
で作成するｶﾘｷｭﾗﾑを活用 

○交流会の実施 
 〔対象〕上記活動準備ｾﾐﾅー 及び体験事業参加者､

受入を希望するNPO等 
〔回数〕1回×10 

○ＮＰＯ等ミニ体験(5日間程度)(※)
〔対象〕退職予定者､退職者 
〔場所〕県下60NPO法人等 
〔人数〕5人程度×60NPO等 

○参加体験準備ｾﾐﾅｰ（2日間）の開催(※)
〔対象〕退職予定者､退職者 
〔人数〕30人程度×10 
〔内容〕・地域づくり活動の意義や基礎知識 
    ・自治会、NPO等活動事例紹介 
    ・分野別ｾﾐﾅｰ（実施先NPO等の専門性に応じた講座等）

＜ｼﾝﾎﾞﾘｯｸな事業として実施し、団塊世代等ｼﾆｱ層の地域活動への参加意識を醸成する＞
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（３）団塊世代等を地域づくり活動に誘導する特色ある取り組みの情報発信 

－“シニアチャレンジ地域づくり”事業－  

 

 ア 趣 旨 

   団塊世代等ｼﾆｱｸﾞﾙｰﾌﾟが地域団体・NPO等との協働のもと、豊富な経験と能力を有するシニア

世代を、地域づくり活動の実践に誘導する先駆的・モデル的な提案を募集し、事業実施に助成

するとともに、既に団塊世代の力を生かして取り組まれている優れた実践活動を募集し、これ

らの成果を集約して広く発信する。 

 イ 内 容 

  ① スキーム 

 

    

 

                           

                       

                                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 
 
  ② 取り組み 

   1) シニアグループが地域団体・ＮＰＯ等と協働して取り組む、団塊世代等シニア層を地域づく

り活動実践に誘導する企画提案の募集、実施への助成・成果発表 

｢団塊世代等ｼﾆｱのｷｬﾘｱやﾈｯﾄﾜｰｸの活用｣「ｼﾆｱとｼﾆｱ、ｼﾆｱと若者などの地域間交流」な

ど、従来型の地域づくり活動にはない視点で、団塊世代等を地域づくり活動実践に誘導す

る先駆的・ﾓﾃﾞﾙ的な企画提案を募集・実施し、成果を発信 

   2) シニア世代が豊富な知識や能力を生かして取り組んでいる地域づくり活動事例の募集 

       地域で取り組まれている活動事例を募集。事例集編集委員会で優れた事例を選考。 

   3)  事例集「シニアの力を生かした地域づくり活動モデル５０」の作成 

       団塊等ｼﾆｱ層を地域づくり活動に誘導する特色ある取り組みの内容・実施状況や実践

活動の体験等を事例集にとりまとめ、広く情報を発信する。 

      （モデル事例）“ｼﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ地域づくり”助成事業５事例、地域での実践活動から応募

のあったものから事例集編集委員会で選考 35 事例、きっかけづくり支

援事業参加者の体験談10事例。 

  ③ 実施方法  本庁で実施し、成果を各市町等に発信する。

 従来型の活動にない視点で、シニア層を実践活動に誘導
できる先駆的・ﾓﾃﾞﾙ的な企画の提案、事業実施 

冊子掲載 

事例選考 

 ◎ 先駆的・ﾓﾃﾞﾙ的、特徴的な取り組みの情報発信による、県下各地での
団塊世代等ｼﾆｱ層の力を生かした地域づくり活動の広がり 

提 案 

○ｼﾆｱ世代ｸﾞﾙｰﾌﾟからの先駆的・ﾓﾃﾞﾙ的な提案を公募
（５事業） 

“シニアチャレンジ地域づくり”助成 

効果 

・「団塊世代等ｼﾆｱの力を生かした地域づくり活動ﾓﾃ゙ ﾙ５０」冊子
①「ｼﾆｱﾃｬﾚﾝｼ゙ 地域づくり助成事業」事業実績（５事業） 
② ｼﾆｱ地域づくり実践活動事例（３５事例）  ③ 団塊の世代実践活動体験（１０事例） 

情報発信

自治会等地域団体･
NPO等 

5人以上のｸ゙ ﾙー ﾌ゚ (半数以
上が団塊世代) 

○ 活動事例募集 
<対象団体>自治会等地域団体、各種
団体・ｸﾞﾙｰﾌﾟ、NPO、企業等 
<募集方法>自薦・他薦 
<募集内容> 
ｼﾆｱ世代が豊富な知識や能力を
生かして取り組んでいる地域づ
くり活動事例  
(事業内容、コツ、成果、今後展開)

協 働 

実 施 

“シニアチャレンジ地域づくり”事業 

シニア地域づくり実践活動
募集事業 

団塊世代等ｼﾆｱ層を地
域づくり活動参画へ誘
導 

・「シニアチャレンジ地域づくり事業」成果報告会
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（４）団塊世代等ｼﾆｱ層の地域を舞台とした活動を支えるﾈｯﾄﾜｰｸの構築 

－ｼﾆｱ地域活動支援NPO等ﾈｯﾄﾜｰｸ事業―   

 

ア 趣 旨 

  「地域づくり｣｢就業･就農｣｢学習｣などの分野で活動するNPO・ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰｸﾞﾙｰﾌﾟ等のﾈｯﾄﾜｰｸを促

し、関係団体間の情報共有を図るとともに、共同した取り組みの実施により、団塊世代等ｼﾆｱ

層の地域を舞台とした様々な活動への参画支援の基盤とする。 

 イ 内 容 

① スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

  

  

 
 
  ② 取り組み 

1) 団塊世代等シニア地域活動支援フォーラムの開催 

   団塊世代等シニア層の地域づくり活動への参加促進への啓発、機運醸成 

   <内容> フォーラム（全体会）、分野別分科会  

    <対象> 団塊世代対策に関心のあるNPO等、地域での活動に関心のある団塊世代等、

参加体験事業終了者をはじめ、県民一般を対象 

<回数> １回／年 

2) 情報の共有発信 

○SNS｢団塊世代の地域参加(仮称)｣等を活用した情報共有･交換 

3) 情報交換会の実施 

取り組み事業の紹介や団塊世代等の要望･ﾆｰｽﾞに関する情報交換 

   ○ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ情報交換会（きっかけづくり支援事業実施者(10NPO等)） 

<回数> 年１回程度      <開催場所> 神戸市内 

   ○地域情報交換会（きっかけづくり事業実施箇所ごとの情報交換会） 

<回数> 年２回程度×10箇所  <開催場所> 各事業実施箇所 

  ③ 実施方法 

     ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾌﾟﾗｻﾞに補助して実施。

 

 

 

 

◎関係者・団体間の情報共有による効果的支援策の実施 
◎団塊世代等の地域での活動の自立的・継続的展開 

・団塊世代対策に関心のあるNPO等の職員 
・きっかけづくり支援事業参加体験終了者 
・団塊世代等で地域づくり活動を実施している者 

SNS｢団塊世代の地域参加(仮称)｣ 

<ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ(連合兵庫､経営者協会、市町等)>

中間支援NPO 法人､地域づくり活動､就
業･起業､就農､学習等を支援する法人
等（計60団体程度）で構成 

(ひょうごﾎ゙ ﾗﾝﾀﾘー ﾌ゚ ﾗｻ゙ が事務局を担当) 

シニア地域活動支援NPO等ﾈｯﾄﾜｰｸ 

効果 

情報交換 
NPO 参加体験終了者 

実践者 

啓発

団塊世代等シニア地域活動支援フォーラム 

きっかけづくり支援事業 “ｼﾆｱﾃｬﾚﾝｼ゙ 地域づくり”事業 

団塊世代等シニア層の地域づくり活動への参加促進への啓発、機運醸成 

実施

活動支援
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〔参考〕 
 
 
 
【平成１９年度 団塊世代対策主要施策体系】 
 
 
                                                                             
      地域づくり活動                                                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 地域づくり活動情報ｼｽﾃﾑ｢ｺﾗﾎﾞﾈｯﾄ｣              参画協働課 
 NPO大学事業                                          参画協働課 
 ひょうご勤労者ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｼｽﾃﾑ推進事業             しごと支援課 
 ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ基金助成                  ひょうごﾎ゙ ﾗﾝﾀﾘー ﾌ゚ ﾗｻ゙  
 地域づくり活動応援事業                  参画協働課 
 県民交流広場事業                                     生活創造課 
○新ｼﾆｱ(団塊世代)活動支援・窓口案内ﾈｯﾄﾜｰｸ         関係各課 
○新地域づくり活動きっかけづくり事業            参画協働課 
○新“ｼﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ地域づくり”事業                        参画協働課 
○新ｼﾆｱ地域活動支援NPO等ﾈｯﾄﾜｰｸ事業                     参画協働課 

 
      学習活動                                                                  

 
  

 ひょうごｲﾝﾀｰｷｬﾝﾊﾟｽの運営                  生活創造課 
 生涯学習情報ﾌﾟﾗｻﾞの運営                              生活創造課 
 高齢者大学の運営・○新高齢者大学の受け入れ体制の充実    生活創造課 

 

 
 
 

 

 
 

  （いなみ野学園、阪神ｼﾆｱｶﾚｯｼﾞ、地域高齢者大学） 
  ふるさとひょうご創生塾の開設                         生活創造課 
  生活創造大学の開設                                   生活創造課 
  大学連携「ひょうご講座」の開設              (ひょうご大学連携事業推進機構) 
  ひょうごｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ                       (ひょうご大学連携事業推進機構) 
  ○新ｼﾆｱ(団塊世代)活動支援・窓口案内ﾈｯﾄﾜｰｸ(再掲)      関係各課 

 
      雇用・就労等                                                

就業・起業支援    
 
 
 
 
 

 
 ｼﾆｱしごと倶楽部の設置                  しごと支援課 
○拡生きがいしごとｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの機能拡充                 しごと支援課 
 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰへの支援                             しごと支援課 
 ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ創出・育成支援事業                      商業振興課 
 ひょうごﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ基金「立ち上げ支援」助成              ひょうごﾎ゙ ﾗﾝﾀﾘー ﾌ゚ ﾗｻ゙  
 NPOｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ等活動応援貸付                        参画協働課 

 

 

 

   ○新ｼﾆｱ(団塊世代)活動支援・窓口案内ﾈｯﾄﾜｰｸ(再掲)      関係各課 

  

  就農支援   
 
  

 
 

  新規就農総合対策事業                      農業経営課 
  兵庫楽農生活ｾﾝﾀｰ事業（楽農学校事業）                 総合農政課 
  ｼﾆｱ世代等新規就農加速支援事業                        農業経営課 
  農村ｼﾆｱｶﾚｯｼﾞ事業                                 普及教育課 

 
 


